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  11.6 ～ 7 市ヶ谷

1  | 合同常議員会

北海道特別教区修養会

『一年中がクリスマス』

2  | 牧師の声・信徒の声

 東洋と西洋の対話⑨

3  | 信仰の学び、養いを生涯続ける⑨

神学生寮の思い出

クリスチャンのライフカレンダー

LAOS講座

4  | 宗教改革記念礼拝

各地のニュース

カンボジア･ワークキャンプ

るうてるＴＯＰＩＣＳ

教職の倫理について

募集、連帯献金のお願い、他

1  |バイブルメッセージ

星を動かす少女

2  |大人を育てる絵本からのメッセージ

HeQi Art 聖書物語

たろこまま「いのちを語る」

C O N T E N T S
目  次

福音版

第 22 回総会期  第 2回合同常議員会

北海道特別教区
修養会

イランカラプテ (あなたの心に触れさせてください）

　10月、北海道特別教区は日高地方を訪ねて一泊修

養会を開催しました。私たちは北海道に住んでいなが

ら、先史時代からの先住民族アイヌについてほとんど

知らない、アイヌ民族を迫害してきた歴史を持つ和人

（日本人）にとって鋭い痛みを避けられないところで

すが、まずはその歴史と文化の一端を学ぶことからと

計画しました。

 二つの講演会を軸に据えました。萱野志郎氏「アイヌ

の歴史と現状・そして未来」

と聖公会札幌教会の大友正幸

司祭「ジョン･バチラーとアイ

ヌ伝道」。課題を理解し、共に

隣人として生きていくための

異なる視点からの切り込みで

す。最初の訪問地は平
びらとりちょうにぶだに

取町二風谷の「萱野茂アイヌ民

族資料館」。昨年亡くなった萱野茂氏（晩年、参議院議

員としてアイヌ文化振興法の成立に努力し、旧土人保

護法の廃止を果たす）が私費を投じて散逸の危険に曝

されていたアイヌ民族資料を丹念に収集したもの。そ

の集会室での講演は、松前藩が蝦夷地寒冷のため米作

適わず家臣に漁場を与えて起きた「場所請負制」のも

とでアイヌ民族を奴隷同然の過酷な労働に従事させ、

働き手を失った彼らの部落は飢餓と貧苦に苦しんだ

こと、続く明治政府も同化政策の下に先祖伝来の豊か

な土地を取り上げ、地味の落ちる土地に強制移住させ

て農耕を強要するなど独自の文化を否定して生活を

一変させ、アイヌ名

も捨てさせたとい

う厳しい事実を穏

やかに語ったもの

でした。父上の意思

を継いでアイヌ語

の伝承に力を注いでいる萱野館長は、印象深い言葉も

紹介してくださいました。「イランカラプテ」、“こんに

ちは”にあたる挨拶の言葉で、語彙を分解していくと

「あなたの心に触れさせてください」の意。独自の言語

を失うことは民族破壊に繋がる。萱野氏はこの言葉を

通して未来を切り開く地点に共に立とうと呼びかけ

ていたように思います。

　宿泊地新
にいかっぷ

冠では大友司祭から、「アイヌの父」と言

われた宣教師バチラーの事跡と人間味あふれるエピ

ソードを伺いました。バチラーは維新後間もない1877

年に学生宣教師として英国と似た気候の函館に来て

宣教師の手伝いを始めました。英国国教会は幕末から

蝦夷地の情報を持ち、滅びゆく少数民族アイヌへの伝

道を視野においていました。バチラーはやがて宣教師

となりアイヌ伝道の責任者として各地で伝道を開始、

和人からの妨害も多い中で、沢山の人に洗礼を授けア

イヌ人の伝道者も生まれました。「蝦英和辞典」や「蝦

夷今昔物語」などアイヌ語やアイヌ文化に関する著書

を多数発行し、祈祷書や聖書の翻訳にも努め、文字を

持たないアイヌ民族の将来を憂いてローマ字化アイ

ヌ語教育の実施を課題とし、後のユカラ（叙事詩）保存

に大いに貢献しました。しかし1941年、戦争で日英状

況が悪化して活動が困難となり、バチラーはやむなく

離日します。主に促されてミッションを持ち近づいて

いく姿、丹念に実践を重ねていく姿を聴くうちに、私

たちに静かな感動が広がりました。

（北海道特別教区 常議員 大賀隆史）

 11月6日～7日「よりよい宣教の展開へ　～ Power 

Mission を Our Mission（私たちの宣教）に～」をテー

マに合同常議員会が開かれた。PM21宣教方策の今後

5年間にむけての計画と、財政についてが主な議題と

なった。

 今期行われた宣教会議、各教区宣教担当、各プロジェ

クトから前半の報告と総括があり、全体の分かち合い

として新教会への取り組みの報告が、札幌教会、なごや

希望教会からあった。新教会への取り組みの中で見え

てきた苦悩や喜びまた希望を率直に分かち合えた。

 会議の中で、PM後半を教区と共に推進していくため

に教区宣教担当部長の会議を宣教会議として取り組

むとの提案があり内容、構成などを協議した。合意事

項として、「合同

常議員会（宣教

会議）とする」

「合同常議員会

の準備会議とし

て宣教会議を開

く」「会議予算はPM予算ではなく、合同常議員会予算

から支出する」を確認した。また、本教会・各教区でPM

２1前半の総括を行い、それを持ち寄って後半へ向け

ての協議をすることとなった。協力金５％については

引き続き2009年10年も暫定予算とすることが提案さ

れ、各教区に持ち帰り、2月常議員会で協議されること

となった。
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私の愛唱聖句

牧
師
�
声
�
信
徒
�
声

星
ほ し の

野 幸
こういち

一　

東海教区　

みのり教会　信徒

　伊
い と う

藤 忠
ただゆき

行

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

東教区 諏訪教会・甲府教会教会  牧師

イザヤ 46 章４節

わたしはあなたたちの老いる日まで、
白髪になるまで、背負って行こう。

わたしはあなたたちを造った。
わたしが担い、背負い、救い出す。

平岡（以下「平」）：招かれ集められた私達はキリスト

と共に、世界の隣人のもとへ遣わされます。

Lathrop（以下「L」）：聖餐の後、礼拝は終わりへと向か

います。私達は神の憐れみ　赦し、そしてご臨在

に満たされ、直ちに私達を取り巻く世界のニーズ

へと向きを変えます。私達自身が受け取った賜物

によって他者に仕えるため、私達は遣わされるの

です。

平：聖なる神はその聖さを人間に与えることに於い

て聖であり、これがイエス・キリストによって示

された神の愛です。だから私達は愛故に隣人に仕

えることにより、自分の清さではなく、神が聖な

るお方であることを世界に証言して行きます。

Ｌ：赦しを受け、私達は赦すために遣わされます。憐

れみに満たされ、私達は憐れみを与えるために遣

わされます。更に言うなら、キリストの体を受け

取り、私達は自分が食するものになります。即ち、

世界にキリストの体である自分自身を与えるた

め、隣人のもとへ、必要ある人々のもとへ私達は

遣わされるのです。

平：召命は人生の放棄ではなく、反対に、真に人とし

て互いを愛するため私達を招きます。

Ｌ：ルター派が古代礼拝式に加えた1つの注目すべ

きことは、聖餐に与った後、そして仕えるため派

遣される前に「シメオンの歌」（ルカ2：29～32）

を歌うことをしばしば選択したことです。老人

が子どもをメシアと知り腕に抱いたように、私

達は手に、口に、命に、キリストのご臨在として

この食事の賜物を受け入れるよう招かれます。

そしてそれから、その老人が世界の全ての人々

を照らす神の光を見たので、私は平安の内に死

んで行きますと言ったように、私達もまた平安

の内に、仕えるために行きますと歌うよう招か

れます。―たとえもしこれが、共に再び集う前に

私達が死んで行くことを意味したとしてさえ―

神が与える憐れみの光を信じて。　　

第 9回　私達は仕えるため、平安の内に行きます。（ヌンクディミティス 祝福 派遣）
　　　　「主よ、今こそあなたはお言葉どおり/この僕を安らかに去らせてくださいます」　

(ルカによる福音書 2章29節)
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日本福音ルーテル保谷教会 牧師
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～私のお墓のことで～

　私の地上の旅もそろそろターミナル

に近づいています。死んでからのこと

は、あなたたちに任せるほかはないの

ですが、私の気持ちを聴いていただけた

ら、幸いです。

 まず、今のうちにあなたたちに心の底

からのお礼を言っておきたいのです。私

のような人間の死を看取ってくださっ

て本当にありがとうございます。有形無

形の大きな負担をかけてしまいました。

だから、私の「墓」のことで、あまり負担

をかけたくないのです。無理でなければ

「教会墓地」に納めてください。もし、骨

壷から出して、土に返すようにする設備

があれば、それを希望します。それが、聖

書的だと思うからです。

　墓に来るときには、私のことを思い

出してください。でも私は、墓にはいま

せん。墓は私の生涯が、ただ神の恵みで

あったことを覚えていただくためにあ

ります。墓地の木陰に復活の御子イエス

の姿が見えるはずです。私は、主と共に

生きています。
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―第20回―

　ルーテル学院大学・神学校名誉教授

徳善 義和

事務局長・宣教室長

徳弘 浩隆

■募金活動にご協力下さい■

　従来の寮棟を『ルターホール』と名称

を変え大改修します。この事業にご理解

いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協

力お願いいたします。

募集期間　2007年４月～2009年３月

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183
（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店

普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）

教会事務局（03-3260-8631）

もっとＬＡＯＳ講座
千葉教会　矢島 知佐

 千葉教会では、現在3つの方法でLAOS講

座を学んでいます。まず月に一度、礼拝後に

教会役員または役員経験者が講師となって

担当する箇所を分かりやすく解説したり、

自分の信仰生活における体験を証ししたり

して、テキストを読み進めています。

次に毎週礼拝前にもたれている「キリス

ト教の学び」の中でテキストとして用い、

佐藤牧師を中心とした3～5人のメンバー

で聖書について学んでいます。もう一つは、

千葉教会の月報誌『るうてる千葉版』にて、

すでに学んだ箇所を復習する「もっとLAOS

講座」として、さらに詳しく解説したもの

を読むことが出来ます。また、昨年の修養

会では、江藤直純先生をお招きして、LAOS

講座の学びをしました。

信仰の持ち方、聖書の読み方など様々な

角度から私たち信徒としてのあり方を教

えてくれるLAOS講座がより多くの方々に

読まれるよう

に、ま た す で

に学んでいる

方々も、何度も

読み返すこと

で学びが深ま

るように願っ

ています。

※執筆者によるLAOS講座はjelc.TVで御覧いただけます。
　URL　http://jelc.tv/
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■■■ INFORMATION■■■

各
地
�
�
�
�
�

TOPICS  10～11月　

10月20、28日  甘木教会　創立90周年
　甘木教会は今年創立90周年を
迎え、記念行事として10月20日に
本田路津子コンサートが開催され
た。コンサートには近隣の幼稚園
の保護者、教会の方々、約100名が
参加した。28日の記念礼拝では、甘
木教会出身牧師の園田剛先生が説
教し、80名が出席、祝賀会は50名
の出席があり、共に盛会となった。

11月7～8日 常議員会
　第22回総会期第5回常議員会では、「式文の規範性に関
する見解」が信仰と職制委員会より答申され、また、来年の
全国総会の初日の会場をルーテル学院大学・神学校に変
更することなど、それぞれ承認された。

11月13～17日 チャリティーキルト展
　JELA ミッションセンター
ホールにて、キルトの展示とサ
イレントオークションが行わ
れた。昨年より作品の数が増
え、会場を様々な色で飾った。
収益はアジアとブラジルの貧
しい子どもたちに贈られる。

11月15日 東教区引退教職懇談会
　教区内に居住する引退教職の懇
談会が開かれた。27名のうち20名
が集まり近況を報告しあい、教区に
対する要望を聞く機会となった。

11月23日 献身の集い2007
　日本ルーテル神学校では、日本ルーテル教団、宣教室
TNG委員会、東教区教育部NEXTの協力のもと、「献身の集
い2007」を開催した。グループに分かれて十字架を、食事
を、礼拝式を、そして賛美を作り上げた。礼拝を共に作り
上げる体験を通し、今回のテーマである「私たちに出来る
こと」について考える機会となった。

牧師の倫理問題について

 教職の間に倫理的な問題があり、そのことが信徒と牧師の間に不信を

おこし伝道を妨げていると、関西地区の牧師から問題提起がありまし

た。さらに、牧師の倫理問題について審議する公正中立な機関がなかっ

たことも問題であったことに、気づかされました。またこれを契機に、西

地域教職退修会で、牧師の倫理問題が取り上げ、さまざまに気づかされ

ました。この問題提起を生かし、今後全国的にも倫理問題に真摯に取り

組み、よりよい伝道ができることを願います。

第4回インド･ワークキャンプ
（JELA-JELC共同プログラム)

■期間：2008年 2月 26日～3月7日
■募集人数：10名前後（書類選考あり）
■参加費用：150,000円（予定）■対象年齢：18歳以上
■締め切り：2007年12月2日
■問合せ･申し込み：教会事務局宣教室（担当：乙守）
　◆mail mission04@jelc.or.jp◆FAX：03-3260-1948

ワインとチーズのパーティ

　今年もワインとチーズのパーティが開催されます。気に入っ
たワインを購入していただくチャリティーイベントです。
■日時：12月 14日（金） PM6：30～ 8：00
■参加費：2000円　■場所：JELAミッションセンター ホール
■問合せ：日本福音ルーテル社団（ＪＥＬＡ）

電話　03-3347-1521
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年末の

連帯献金に

ご協力ください。

■送金先■■■

･三井住友銀行新宿西口支店
（普）501597

・郵便振 0190-7-71734

* 振込用紙を同封しています。ご

利用下さい。

北海道特別教区
■日時：10月31日 PM7：00～
■場所：日本ルーテル教団大麻教会
■説教：重富克彦牧師（JELC札幌教会）
■司式：吉田達臣牧師（NRK大麻教会）
　　　　宮﨑篤牧師（NRK山の手教会）
　　　　粂井豊牧師（NRK札幌中央ルーテル教会）
■参加者：大人40名、子ども３名

　JELC北海道特別教区道央地区とNRK札幌地区では、
毎年宗教改革記念日に合同礼拝を行なっています。会
場教会と説教者は持ちまわりとなっており、今年は
会場が江別市にあるNRK大麻ルーテル教会、説教者が
JELCの重富克彦牧師でした。礼拝後にはお茶とお菓子
をいただきながら、年に一度の交流を楽しくすごしま
した。

東海教区
■日時：11月3日 PM7：00～
■場所：金城学院大学ランドルフ記念講堂
■講演者：徳善和義 先生「ルターの信仰、私たちの信仰」
■参加者：242名

　東海教区では今年は合同礼拝は行わず、「ルーテ
ル教会で生きる!!」と題し、信徒大会が行われまし
た。礼拝と講演を中心とした学びの１日でした。

■このほか、各地域でも記念礼拝が執り行われました。

↑説教をする重富牧師

東教区
■日時：10月31日 PM7：00～
■場所：ルーテル市ヶ谷センター
■協力　日本ルーテル教団関東地区
■説教：小副川幸孝 牧師
■参加者：130名

　東教区では、例年の通り31日に宗教改革記念日礼拝を執
り行いました。130名の方々が参集し、聖餐式と合同聖歌隊
の賛美等々、恵まれたときを過ごしました。

次世代の青年と子どもによる楽しい時間→


